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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫











　正午集合。三〇分前から参加者が続々と集まり、時間通りにいざ出発。初めての方も旧知のごとく、バスの中は和気藹々と、新緑に輝く風景も加わって、遠足に出かけるかのような雰囲気でした。案内役は富永信哉さん。立て板に水のごとく、しかも簡潔でわかりやすい解説を聞きながら、車窓より旧米軍調布基地、府中基地（現自衛隊府中駐屯地）跡を見て、旧陸軍立川飛行場・旧米軍立川基地跡へ。立川市の防災施設の他、自衛隊、内閣府、国土交通省など国の施設が建ち並び、関東大震災並の地震等で首都機能が麻痺した際は、すぐにここへ移転するシナリオが作られているという。


　多摩地区が変貌をとげはじめたのは一九三一（昭和六）年の満州事変以後。一九二二（大正一一）年に作られた立川飛行場は、当初は民間機用だったが、三三年には民間機はすべて追い出され軍専用に。三五年に陸軍航空技術研究所をはじめ陸軍航空工廠など、軍施設が設置され、滑走路も二千メートルに拡張され、敗戦後四六（昭和二一）年から米空軍の輸送基地として整備された。五〇年に朝鮮戦争が始まるとジェット戦闘機が使用できる滑走路の必要性が高まり、さらなる拡張工事が計画される。そこが砂川だった。


　五五（昭和三〇）年、日本政府は米軍の立川基地拡張を受け入れ、基地の北側、五日市街道ぞいの接収にあたったが、砂川町長や町議会は反対を表明。労働組合、学生らの支援を受けて反対運動を展開した。翌五六年、警官隊と地元住民、支援の労働組合、学生らが激突し、一千人以上の負傷者を出す惨事となり、政府は世論の厳しい批判を受け、測量中止に追い込まれた。その後も地元住民の粘り強い反対運動が続けられ、一九六八（昭和四三）年、米軍はついに基地拡張を断念した。衝突の地に立った参加者は、ふきわたる爽やかな風の中に、それぞれに当時を思い起こしていました。


　再びバスに乗って横田基地へ。途中、拝島の駅で「新横田基地公害訴訟団」代表幹事の大野芳一さんに同乗していただき、横田の現状について解説をいただく。


　横田基地は、嘉手納、三沢に次ぐ国内三番目の基地面積を持ち、四市一町（福生・武蔵村山・立川・羽村市、瑞穂町）をまたぐ。米軍は立川基地の拡張を断念すると同時に、横田基地の機能を拡大していった。朝鮮戦争時にはＢ２９などの米軍戦闘機が朝鮮半島に向けて出撃した。朝鮮半島で使用された爆弾の八〇％は横田基地から運び出されたという。六〇年代後半のベトナム戦争では、Ｆ４ファントム戦闘機が戦場に飛び立つ基地として重要な役割を果たした。一九七三（昭和四八）年、日本が一千億円以上の経費を負担し、関東地方に散在していた米軍の施設を横田基地に集中するという「関東計画」が決まり、多摩地区にあった立川基地、大和基地、府中基地、調布基地（関東村）などの機能も横田に集中することになった。この計画に対し、東京都や周辺の市町は、横田基地の機能強化と恒久使用につながると反対したが、七四（昭和四九）年には在日陸海空三軍の調整を主な任務とする在日米軍司令部および日本や韓国の米軍を指揮する第五空軍司令部が置かれた。


　こうして面積的にも機能的にも巨大化した横田基地には、約一万人（米軍人・軍属四千人、家族六千人）の他、日本人従業員約二二〇〇人が働いている。フェンス沿いに見た基地の中には広々とした敷地にゆったり建てられた将校用の住宅（寝室４、浴室３、一八畳の食堂、三三畳の居間）があり、年間二千億円を超える私達の貴重な税金で賄われる米軍への思いやり予算と、年々締め付けが強化されている社会保障費削減による国民への痛み押しつけを、憤慨とともに考えざるを得ませんでした。瑞穂町にあるスカイホールの四階展望台からは、広大な横田基地のほぼ全容が春霞の中に眺められました。長い滑走路では小型機がタッチアンドゴーを繰り返している様子も見られ、これがジェット戦闘機だったらその騒音は耐えがたいものだろうと想像され、あらためて沖縄へも思いを馳せたことでした。


　訴訟団の大野さんからは、騒音公害訴訟の他、燃料流出による環境汚染（地下水汚染等）についても話を伺い、あらためて基地が存在することで起こる様々な被害影響を考えさせられました。しかも首都にこのような広大な他国の軍事基地がある例は世界になく、私達は、沖縄と共にそのことを強く意識する必要があると強く感じました。


　この後、バスは東大和南公園にまわり、市民の努力により遺された旧日立航空機変電所の空襲の生々しい砲弾の傷跡を間近に見て、戦争の愚かさを痛感しつつ、その前で無心に遊ぶ子ども達の姿に普通に生きることのできる日常を、世界中で実現しなければならないと心に誓ったことでした。


　半日の行程でしたが、富永先生指導のすばらしい課外授業は無事終了しました。運転手を引き受けてくださった三宅真治さんにもお礼を申し上げます。
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E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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▲ 砂川闘争激戦の跡地に建てられた碑の


　前で､富永信哉さんの説明を聞く参加者








　調布「憲法ひろば」第三十三回例会は、マイクロバスを借りきって「バスでめぐる横田・砂川」･･･二四人が参加して東京周辺の基地をめぐりました。参加された三宅征子さんからレポートをいただきました。写真は丸山重威さん。




















